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東中学校長  小澤 直彦 

日頃より、本校の教育活動を温かく支えていただき、心より感謝申し上げます。 

 さて、本日は児童生徒・保護者の皆さんに、私たち東地区の未来に向けた大切なお知らせがあ

ります。これまで令和３年度に発足した東小中学校運営協議会（コミュニティ・スクール）では、

歴史・文化そして自然豊かな東地区の特色を生かした「地域とともにある学校づくり」につい

て、保護者や地域の代表者そして学識経験者も交えて長年話し合いを重ねてきました。特に、発

足当初より「東地区９年間のつながりの中で子どもたちを育てたい」という地域の皆さんの願い

にも応える形で、小中一貫教育のモデル校としての研究を進め、昨年度は学力の向上や不登校の

減少という成果はもとより報徳サミットでの小中学校が協働して取り組んだ子どもたちの活躍

は多くの方々から高い評価をいただいたところです。学校としましては、こうした特色ある教育

活動をより確かなものとし、子どもたちの自己肯定感やふるさとへの誇りと愛着も育むため、新

しい学校づくりの取組を進めたいと思います。 

 新しい学校が目指すのは、「９年間のつながりの中で学び合い、育ち合う」という姿です。 

 １年生から９年生までの「異年齢交流」が盛んになり、例えば「縦割り活動」などを通して、

上の子が下の子を自然に見守り、下の子が上の子を慕

う。そんな姿があちこちで見られるような学校です。 

先生も、保護者も、地域の方も、そして子どもたち同

士も、全員で成長を見守り合う。そんな「地域ととも

にある学校づくり」の理想を、義務教育学校という新

しい形で、９年間という長いスパンで実現していきた

いと考えています。 

 具体的な準備の様子は、これからも説明する場を設けお伝えしていきます。また、様々な視点

から皆さんと意見交換をしながら進めていきたいと思います。子どもたちの笑顔が９年間、つ

ながる学校を目指して、皆さんと一緒に歩んでいければ幸いです。 

９年間で育てる学校へ 
「地域とともにある学校づくり」の新しい一歩  ～義務教育学校の設置に向けて～ 

 


